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１．センター長 挨拶

加藤 修雄

総合解析センター（Comprehensive Analysis Center）は、1977年に産研の附属施設として設置
された材料解析センターを前身としますが、基礎から応用に至る産研の幅広い研究領域に対

する支援をより総合的に行う共通施設として発展すべく、研究所本体の改組に合わせ、旧電

子顕微鏡室を統合し、2009 年度に発足しました。准教授 1 名、助教 2 名の専任教員をはじめ、
技術職員 3 名、非常勤職員 2 名、兼任教員 5 名にセンター長（兼任）を加えた人員構成を取っ
ています。

幸い、総合解析センターとしてリニューアルして間もなく、2010 年度に獲得した補正予算
により、老朽化した機器の多くを世界最先端の機器に更新することが叶い、本冊子に示すよ

うに、産研の多様な研究領域をカバーしうる組成分析、状態分析、分光分析機器が整備され

ました。これらの機器類は、センター専任の教職員によって、ユーザーが常時利用できるよ

う維持・管理されています。専門的な知識を必要とする機器については、必要に応じてセン

ターの職員が解析をサポートすると同時に、容易に操作できる機器類は個々の研究者に終日

開放しています。機器の使用法に関する利用者講習会も、新入生のための機器分析講習会を

はじめ、毎年精力的に開催していますので、是非、本冊子に目を通して頂き、センター保有

の分析機器類を存分に活用して頂ければ幸いです。

総合解析センターは、産研の附属共通施設であり、もちろん第一義には産研の研究支援施

設と位置づけられます。一方で、大阪大学科学機器リノベーション・工作支援センター、分

子研を中心とする大学連携研究設備ネットワークとの連携も深めています。現在では、学内、

学外の研究者、インキュベーション棟入居企業の方々の利用も増えてきています。2012 年度
に実施された産研の外部評価においては、「開かれたセンターとして日本のモデルケースとな

り得るものであり、大阪大学が誇るべきものである」との高い評価も頂きました。

昨年度（平成 27 年度）は、上記のような全学に対する教育・研究支援の実績が認められ、
センターが提案した「物質状態解析に対する全学的教育の推進」事業が総長裁量経費（教育

研究等重点推進経費）による支援を受けました。本経費を有効に活用し、外国籍研究者・留

学生の利便性に対応すべく、マニュアル等の英語版を充実させました。また、リノベーショ

ンセンターあるいは大学連携ネットワークの支援を受け、幾つかの装置のグレードアップも

行うことができました。

センターの専任教員は、センター保有機器を駆使して、有機化学、物理有機化学、分析化

学に関する独自の研究を行っています。その他、センターとして、「いちょう祭」等の一般公

開や高校生への見学会にも積極的に参画し、先端機器や研究の紹介活動も行っています。

皆様におかれましては、当センターの維持・発展に引き続きご理解・ご協力を頂きたく、

よろしくお願い申し上げます。
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２．職 員

センター長(併任) 加藤 修雄 医学品化学研究分野 8470 kato-n
*1

F542

准教授 鈴木 健之 総合解析センター 8525 suzuki-t
*1

205-1

助教 周 大揚 総合解析センター 8529 zhou
*1

206

助教 朝野 芳織 総合解析センター 8526 asano
*1

206

助教(兼任) 竹中 和浩 機能物質化学研究分野 8466 takena
*1

F407

助教(兼任) 二谷 真司 ソフトナノマテリアル研究分野 8476 nitani54 F512

助教(兼任) 麻生亮太郎 ナノ構造機能評価研究分野 8431 r-aso
*1

Ｓ411

助教(兼任) 後藤 知代 先端ハード材料研究分野 8436 goto
*1

Ｓ605

特任研究員 石橋 武 技術室 8531 isibasi
*1

S105

技術職員 田中 高紀 技術室 8397 tanaka
*1

F242

技術職員 松崎 剛 技術室 8527 matuzaki
*1

302

技術職員 羽子岡仁志 技術室 8529 haneoka
*1

206

技術職員 村上 洋輔 技術室 8531 murakami
*1

S105

派遣職員 藤崎 充 総合解析センター 8528 fujisaki
*1

206

技術職員 江口 奈緒 科学機器リノベーション・工作支援センター 4782 eguchi-n
*3

I405

事務補佐員 谷 悦子 総合解析センター 8529 e.tani
*1

201

*1) @sanken.osaka-u.ac.jp *2) @office.osaka-u.ac.jp *3) @reno.osaka-u.ac.jp

加藤修雄 鈴木健之 周 大揚 朝野芳織

竹中和浩 二谷真司 麻生亮太郎 後藤知代 石橋 武 田中高紀

松崎 剛 羽子岡仁志 村上洋輔 藤崎 充 江口奈緒 谷 悦子
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３．装置と稼働状況

分析 自主分析の
方法 場合

装 置 機種 設 担
（メーカー） 依 自 特 予 時 置 当

頼 主 別 約 間 場 者
指 外 所
導 利

用

600 MHz Avance Ⅲ 600 (BRUKER) ○ 104
超伝導 700 MHz Avance Ⅲ 700 (BRUKER) ○ 105 周

核磁気 600 MHz ECA-600 (JEOL) ○ ○ 要 可 可 106 羽子岡

共鳴装置 400 MHz ECS-400 (JEOL) ○ 要 F428 竹中

400 MHz ECS-400 (JEOL) ○ 要 F507 二谷

JMS-700 (JEOL) ○ 303
JMS-600H (JEOL) ○ 要 可 可 303
AccuTOF-DART(JEOL) ○ 要 可 可 303 朝野

質量分析装置 UltraflexⅢ (BRUKER) ○ 要 可 可 304
micrOTOFⅡ (BRUKER) 相談 304 松崎

Orbitrap XL (THERMO) ○ 304
ITQ1100(THERMO ) ○ 要 可 可 304

SIMS4100
二次イオン質量分析装置 (ATOMIKA) ○ 要 可 可 102 鈴木

FT/IR4100(JASCO) ○ 302可 可
フーリエ変換赤外
分光光度計 鈴木React-IR45(METTLER) 相談 ○ 可 可 302

紫外可視近赤外分光光度計 V-770(JASCO) ○ 可 可 302 羽子岡

旋光計 P-2300(JASCO) ○ 可 可 302
高周波誘導結合プラズマ発光 ICPS-8100 江口
分光分析装置 (SHIMADZU) ○ 要 可 可 301 羽子岡

2400(PERKIN-ELMER) ○ 302
CHN 微量元素分析装置 松崎

JM10(J-SCIENCE) ○ 302

示差熱天秤 TG8120(RIGAKU) ○ 可 可 302
藤崎

示差走査熱量計 DSC8270(RIGAKU) ○ 可 可 302
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分析 自主分析の
方法 場合

装 置 機種 設 担
（メーカー） 依 自 特 予 時 置 当

頼 主 別 約 間 場 者
指 外 所
導 利

用

JXA-8800R(JEOL)X線マイクロアナライザー 可○ ○ 村上要 可 102

走査型電子顕微鏡 S-2150 (HITACHI) ○ 要 可 可 102 江口

村上走査型電子顕微鏡 JSM-6330F(JEOL) ○ ○ 要 可 S107 江口

石橋JEM-ARM200F(JEOL) ○ S104
透過型電子顕微鏡 西野

JEM-2100(JEOL) ○ ○ 要 可 相談 F192 麻生

ナノスケールハイブリット 石橋VN-8010(Kryence) ○ 要 可 可 S107
顕微鏡 村上
全自動水平型多目的 SmartLab(RIGAKU) ○ ○ 要 可 可 203 藤崎X線回折装置
蛍光 X線回折装置 ZSX100e(RIGAKU) ○ 要 可 可 101 後藤

X線光電子分光装置 JPS-9010MX(JEOL) ○ 要 可 可 101 羽子岡

要 可 203AFC-7RCCD(RIGAKU) ○ ○ 可

AFC-7R4CXD(RIGAKU) ○ ○ 要 可 可 203単結晶自動X線回折装置 藤崎

FR-E-IP(RIGAKU) ○ ○ 要 可 可 203
FR-E-AXIS Ⅳ ○ ○ 要 可 可 203
(RIGAKU)
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主な装置の稼働状況

装 置 名 機種（メーカー） 平成27年度

AvanceⅢ 700 (BRUKER) 2759時間

AvanceⅢ 600WB(BRUKER) 1520時間

超伝導核磁気共鳴装置 ECS400 (JEOL)(4F) 5293時間

ECS400 (JEOL)(5F) 6097時間

ECA600(JEOL) 3238時間

JMS-M600(JEOL) 46件

JMS-700(JEOL) 42件

AccuTOF-DART (JEOL) 181件

質量分析装置 MALDI-TOF/TOF UltraflexⅢ (BRUKER) 1219件

LTQ Orbitrap XL(Thermo) 988件

ITQ1100(Thermo) 737時間
micrOTOFⅡ (BRUKER) 120件

二次イオン質量分析装置 SIMS4100(ATOMIKA) 49時間

FT/IR4100(JASCO)
フーリエ変換赤外分光光度計 422件React-IR45 (METTLER)
紫外可視近赤外分光光度計 V-770(JASCO) 208件

旋光計 P-2300 19件

高周波誘導結合プラズマ発光分光度計 ICPS-8100(SHIMADZU) 742時間

2400(PERKIN-ELMER)
ＣＨＮ微量元素分析装置 338件JM10(J-SCIENCE)

示差熱天秤 TG8120(RIGAKU) 41件

示差走査熱量計 DSC8270(RIGAKU) 13件

Ｘ線マイクロアナライザー JXA-8800R(JEOL) 855時間

S-2150（HITACHI） 941時間
走査型電子顕微鏡 JSM-6330F(JEOL) 953時間

JEM-ARM200F(JEOL) 358時間
透過型電子顕微鏡

JEM-2100(JEOL) 451時間

全自動水平型多目的Ｘ線回折装置 SmartLab(RIGAKU) 2915時間

蛍光Ｘ線分析装置 ZSX100e(RIGAKU) 105時間

AFC-7RCCD(RIGAKU) 707時間
単結晶自動Ｘ線回折装置 AFC-7R4CXD(RIGAKU) 300時間

R-AXIS RAPID-191R(RIGAKU) 1187時間
R-AXIS-Ⅳ(RIGAKU) 578時間
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４．新規導入装置の紹介

X線光電子分光装置・紫外光電子分光装置（XPS・UPS）

今年度から解析センターにX線光電子分光分析装置（XPS）が導入されました。この装置

の特徴は試料の表面分析を行うことをメインとした装置で、その対象物質は金属、半導体、

有機物、セラミックスなど幅広い物質を対象としています。分析はあらゆる元素の測定も

ほぼ可能な装置で化学状態などを分析することが可能となっています。分析範囲は試料表

面から深さが６nm、分析面積が数十mmと幅広い範囲で測定が可能です。またイオンエッチ

ングによる深さ方向による分析も可能となっています。また本装置にはXPSの他にも紫外

光電分光分析装置（UPS）もついており、電子の運動エネルギー分布を測定し、試料表面

の価電子状態の知見を得ることが可能です。また高いエネルギー分解能を利用して各種金

属材料の仕事関数評価にも用いられます。
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マイクロ波合成反応・前処理装置 StartSYNTHの導入

大阪大学科学機器リノベーション・工作支援センターの平成27年度機器リユース促進支

援経費により、マイルストーンゼネラル社製マイクロ波合成反応・試料前処理装置 Start

SYNTHを導入しました。本装置は最大出力1000 Wのマイクロ波の照射により、合成反応の

みでなくICP発光分析等の元素分析で測定する試料の前処理装置としても使用できます。

高出力なマイクロ波が試料の迅速加熱と完全分解を実現します。密閉系で、かつ少量の試

薬での分解が可能であるため、従来の開放系での加熱による前処理よりも汚染の影響が軽

減できることから微量元素の分析の前処理に適しており、安全性も向上しました。合成反

応においては、マイクロ波により試料の均一で迅速な加熱が可能となり、処理時間を大幅

に短縮することができます。

専用の大型ローターを使用することで最大10検体まで同時に処理することができるため

生産性が高く、非接触式の赤外線外部温度センサー、接触式の内部温度センサーで反応温

度を制御することにより簡単な操作で高度な再現性が得られます。また、オプションの圧

力コントロールキットにより圧力の制御も行うことができます。アプリケーション分野は

多岐に渡り、地球科学試料、生体試料、環境試料などの試料の分解が可能です。

内部温度センサー、外部温度センサーによる反応温度制御

左：ガラスバイアル(10mL) 中：シングル反応モジュール

右：セグメンテッド高圧ローター
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JEOL製24本オートサンプルチェンジャー（ASC24）

今年三月に大阪大学科学機器リノベーション・工

作支援センターの支援でECA600 NMRにJEOL製24本オ

ートサンプルチェンジャーを導入しました。このサ

ンプルチェンジャーは超伝導磁石上部に設置するカ

ルーセル型で、設置面積が小さい特徴があります。

解析センターのECA600はもともと床を掘り下げて設

置しているため、階段に登ることなく、試料をサン

プルテーブルに容易にセットすることができ、操作

は簡単です。ソフトウエアがDeltaを踏襲しているた

め、従来からのNMRユーザーも、初めての方も直感的

に使用することが出来ます。最大24本サンプルの各

種測定を同時に設定ができるため、多検体測定の際

はその場に居続ける必要が無くなり、特に終夜測定

の場面でも威力を発揮すると期待されます。

Delta v5.0.5.1新機能の紹介

Macユーザーに朗報です。これまでNMR処理ソフトNetAlice（WinPC）でしか利用できなか

ったJカップリング解析機能がDelta上で可能になりました。

NMRを測定後、ピーク検出、積分処理し、画面のAnalyzeからJ-Coupling Analysisを選択

します（左図）。すると、新たなウィンドウが現れ、その右下のJournal FormatにJ-Coup

ling定数やプロトンの数が表示されます（右図）。コピー後、Word文書に貼付け可能です

ので、論文の実験項作成に便利です。どうぞご利用ください。
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５．エアコンの更新、CACギャラリーの拡充

産研中央経費により、エアコン更新工事が 2015 年 12 月に行われました。最近の電力事
情を鑑み、省エネ対応が図られています。また浄化槽切替工事も行われ、完全水洗化とな

り衛生的な環境が整いました。

また昨年度より開設されたCACギャラリーへ平尾俊一阪大名誉教授の抽象画が寄贈され

ました。廊下掲示の学術的なポスターと併せて解析センターを訪れる人の目を楽しませて

くれています。

エアコン（3F） CACギャラリー

６．化学アドバンスト実験について

2008年度より、解析センターの講習会が理学研究科の「化学ア

ドバンスト実験」の単位として認定されています。機器分析概論

I,II、初級核磁気共鳴分析法講習、多核磁気共鳴分析法講習、中

級核磁気共鳴分析法講習、MALDI質量分析法講習、FAB質量分析法

講習、DART/TOF質量分析法講習、粉末X線回折講習、走査型電子

顕微鏡講習、電子プローブマイクロアナライーザー講習が開講さ

れ、各装置の構造、測定原理の説明、操作法の指導が行われまし

た。H27年度は8名の方が単位認定されました。
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７．購読雑誌など

総合解析センターでは下記の雑誌を購読しています。またデータ集も備えています。

総合解析センター201号室および206号室に設置していますので遠慮なく申し出て下さい。

雑誌

1）ANALYTICAL CHEMISTRY 1929～1972、1978～2006

2）分析化学 1952～

3）質量分析 1982～2006

4）ぶんせき 1975～

5）Journal of The American Society for Mass Spectrometry 1996～2006

6）Ｘ線分析の進歩 1974～

データ集

1) ICDD(International Centre for Diffraction Data)～Set56

2）Handbook of Proton-NMR Spectra and Data. Vol. 1-10 (1985), Academic Press.

3）Carbon-13 NMR Spectral Data, Fourth Edition, Microfiche Collection. Vol. 1-3

(1987), VCH(中) マイクロフィッシュリーダー装備

4）EPA/NIH Mass Spectral Data Base. Vol. 1 (1987) - 4 Suppl. 2 (1983), NSRDS

5）Molecular Structures and Dimensions.Vol. 1 (1970) - Vol. 15 (1984),

Crystallographic Data Cener, Cambridge

分析学習ビデオ（放送大学 物質の科学・有機構造解析）

総合解析センターパンフレット、利用の手引き

学長裁量経費により、センターのパンフレット、利用の手引き、装置の操作マニュアル

等の英語版を作成しました。
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８．ChemBioOffice活用セミナーについて

ChemBioOfficeは化学構造式を描く上で最もよく使われているソフトウェアです。近年、

バイオ関連の描画機能も充実し、化学系から生物系の分野の発表用資料や学術論文の作成

に必須となっています。分子軌道計算機能も含まれるため、化学構造や反応性についての

理解にも役立ちます。

大阪大学では平成19年度より本学の約80に及ぶ研究室（工、理、基礎工、薬、医、産研、

太陽エネ、交流セ、蛋白研、免疫、ラジオ、総合学術）の共同出資とサイバーメディアセ

ンターの技術支援により、ChemBioOfficeの日本総代理店と大阪大学との年間サイトライ

センス契約を結び、運用を開始しております。平成21年度の豊中総合図書館と吹田理工学

図書館での開催を皮切りに、鈴木准教授が世話人として毎年、利用講習会を行っておりま

す。平成22年度からは、サイバーメディアセンターの情報端末でも利用可能になり、端末

を使った利用者講習会、さらに理学研究科の化学実験実習でも利用されています。平成27

年度はPerkinElmerの清水英樹氏、町田一浩氏を講師としてサイバーメディアセンター豊

中教育研究棟と吹田GSEコモンウエストで行われ、71名の方が参加しました。研究室に新

入の4年生、修士1年生を中心に博士課程の学生、教員も含まれます。添付しましたアンケ

ート結果に示しますようにサイバーメディアセンターの端末を使った実習形式は9割以上

の参加者に満足していただきました。

サイバーメディアセンター豊中 ＧＳＥコモンウエスト

アンケート結果 （回答数 豊中 23 吹田 44）
今回のセミナー全体についてどのように評価されますか？

①大変良い②良い③どちらとも言えない④やや期待はずれ⑤期待はずれ
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９．物質状態解析セミナー

学長裁量経費により、計３回（９月、１１月、１２月）の物質状態解析セミナーを開催

しました。第一回目はドイツLanxess Chem.のErasmus Vogl Vice President、トーアエイ

ヨー（株）高橋敦男研究所長による企業の視点からの化学業界、

製薬業界の現状と未来予測に関する講演、第２回目は米国テキサ

ス大学サウンスウエスタンメディカルセンターの高橋昌哉先生、

北海道大学農学研究院の橋本誠先生によるMRI,光アフィニティー

標識の最先端に関する講演、第３回目は理化学研究所ライフサイ

エンス技術基盤研究センターの土居久志先生と名古屋大学大学院

情報科学研究科の吉田久美先生による陽電子放射断層画像撮影法

（PET）技術、青色花の発色機構研究と幅広い分野からの第一人

者によるが講演会が行われました。また産研国際シンポと共催さ

れたRecent Advances in Cyber-Physical Systemでは３日間にわ

たり、国の内外から多数の研究者が集まりました。

Vogl Vice President 高橋敦男研究所長 橋本誠先生

高橋昌哉先生 土居久志先生 吉田久美先生
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１０．今年度の行事

1）新入生のための機器分析講習会 平成28年4月8日13：30～16：30

産研新入生のために総合解析センターのすべて(装置類、組織、利用規則など)を紹介

します。産研新入生の参加は必須です。

2）いちょう祭見学会 (一般開放) 平成28年5月2日10：00～16：00

大阪大学の創立記念日を祝し全学をあげて新入生を歓迎し、教職員、学生の親睦を目

的とした大阪大学いちょう祭に総合解析センターも積極的に参加し、以下の装置を見学

用に開放します。

3）機器分析視聴覚アワー 平成28年5月6日13：30～16：30

日本分析化学会編集の教育用ビデオシリーズを放映します。

4）各種講習会

総合解析センターでは、随時、各種分析装置の使用講習会を開催します。

全学ChemBioOffice活用法セミナー

4月28日(10:30～12:00,14:30～16:10) 豊中サイバーメディアセンター，吹田GSE

全学初心者NMR測定講習会

4月13－15日(9:30～12:30,13:30～16:30) 総合解析センター106号室

MALDI-MS講習会（日本人対象）

4月21,22日（14:00～17:00）総合解析センター304号室

MALDI-MS講習会（外国人対象）

4月27日(14:00～17:00）総合解析センター304号室

IR・UV講習会

5月12,13日(13:00～16:30) 総合解析センター302号室

全学DART-MS講習会（日本人対象）

5月12,24日(10:00～13:00,14:00～17:00) 総合解析センター303号室

FE-SEM講習会①観察

5月19,20,24日(10:00～15:00) 第2研究棟S107-1号室

全学SmartLab講習会（粉末）

5月24-26日(10:00～16:00)総合解析センター203号室

全学DART-MS講習会（外国人対象）

5月25日（10:00～13:00,14:00～17:00）総合解析センター303号室

全学FE-SEM講習会①観察
5月25,26,27日（10:00～15:00）第2研究棟S107-1号室

全学多核NMR講習会

5月25,26,27日(10:00～17:00) 総合解析センター106号室
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FAB-MS講習会

5月27日(14:00～17:00) 総合解析センター303号室

蛍光X線講習会

5月27日(13:00～16:00) 総合解析センター101号室

全学SmartLab講習会（薄膜）

5月30,31日,6月1,2日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

FE-SEM講習会②EDS

5月30日,6月1日（10:00～16:00）第2研究棟S107-1号室

全学FE-SEM講習会②EDS

6月2,3,6日（10:00～16:00）第2研究棟S107-1号室

全学SmartLab講習会（微小部）

6月6,7,8日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学初級ICP講習会
6月7,8,9日(10:00～13:00,14:00～17:00) 総合解析センター301号室

全学中級ICP講習会
6月10,13日(10:00～13:00,14:00～17:00) 総合解析センター301号室

全学単結晶X線回折装置講習会（CCD）

6月13日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学単結晶X線回折装置講習会（高輝度湾曲IP）

6月14日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

EPMA講習会

6月14,15日(10:00～16:00) 総合解析センター102号室

全学EPMA講習会

6月16,17日(10:00～16:00) 総合解析センター102号室

全学中級NMR講習会

6月22-24日(10:00～17:00) 総合解析センター106号室

全学DART-MS講習会（日本人対象）

10月6日（10:00～13:00,14:00～17:00）総合解析センター303号室

全学初心者NMR講習会

10月6,7日（9:30～12:30,13:30～16:30）総合解析センター106号室

全学DART-MS講習会（外国人対象）

10月8,9日（10:00～13:00,14:00～17:00）総合解析センター303号室

FE-SEM講習会①観察

10月12,14日（10:00～15:00）第2研究棟S107-1号室

MALDI-MS講習会（日本人対象）

10月13日(14:00～17:00) 総合解析センター304号室

MALDI-MS講習会（外国人対象）

10月14日(14:00～17:00) 総合解析センター304号室
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全学FE-SEM講習会②EDS

10月17,18日（10:00～15:00）第2研究棟S107-1号室

FE-SEM講習会②EDS

10月21,24日(10:00～16:00) 第2研究棟S107-1号室

全学FE-SEM講習会②EDS

10月25,26日(10:00～16:00) 第2研究棟S107-1号室

全学中級者NMR講習会

10月28日(10:00～17:00) 総合解析センター106号室

FAB-MS講習会

10月28日(14:00～17:00) 総合解析センター303号室

全学初級ICP説明会

11月7,8,9日(9:00～12:00,13:30～16:30) 総合解析センター301号室

全学中級ICP説明会
11月10,11日(9:00～12:00,13:30～16:30) 総合解析センター301号室

EPMA講習会
11月15,16日(10:00～16:00) 総合解析センター102号室

全学EPMA講習会

11月17,18日(10:00～16:00) 総合解析センター102号室

5）各種機器 利用者連絡会

研究室と総合解析センターとの意志の疎通をはかり、装置類の共同利用を円滑に進める

ことを目的として利用者連絡会が設置されています。この利用者連絡会のメンバーは実際

に機器を利用している研究室の若手職員と総合解析センターの機器担当職員とで構成さ

れ、総合解析センターから研究室への連絡、あるいは研究室から総合解析センターへの要

望などの意見交換が行われています。

前期機器利用者連絡会

6月16日（木） 13:30～14:30 第2研究棟1階共同プロジェクト室

後期機器利用者連絡会

11月4日（金） 13:30～14:30 第2研究棟1階共同プロジェクト室
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１１．昨年度の活動報告

下記のように講習会、見学会、連絡会等を行いました。

平成27年度行事一覧

平成27年 4月3日 日中文化事業団見学会 19名

4月10日 新入生のための機器分析講習会 43名

4月15-17日 全学初心者NMR講習会 20名

4月21,22,24,30日 MALDI-MS講習会 20名

4月23日 全学ChemBioOffice活用セミナー 154名

5月1日 いちょう祭（一般開放、見学） 6名

5月7日 機器分析視聴覚アワー 6名

5月8日 全学NMR解析ソフトJeol-DELTA講習会 10名

5月11,12日 IR･UV講習会 5名

5月14,21,27日 全学DART-MS講習会 3名

5月15日 FAB-MS講習会 8名

5月18日 AFM講習会（ナノスケールハイブリット顕微鏡） 9名

5月20,21日 全学DART-MS講習会 14名

5月22日 全学SmartLab講習会(粉末） 5名

5月22日6月2日 蛍光X線講習会 5名

5月22,25,26日 FE-SEM講習会①観察 14名

5月27-29日 全学多核NMR講習会 11名

5月27-29日 全学FE-SEM講習会①観察 14名

5月29日 全学SmartLab講習会(薄膜面外面内） 8名

6月2日 全学単結晶X線構造解析セミナー 27名

6月2,3日 FE-SEM講習会②EDS 7名

6月3日 全学単結晶X線回折講習会(CCD) 8名

6月4日 全学単結晶X線回折講習会(高輝度湾曲IP） 7名

6月4,5,8日 全学FE-SEM講習会②EDS 12名

6月10-12日 全学初級ICP講習会 13名

6月16,17日 EPMA講習会 7名

6月18,24日 全学EPMA講習会 7名

6月24-26日 全学中級NMR講習会 10名

6月25,26日 全学中級ICP講習会 7名

10月8日 全学DART-MS講習会 2名
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10月8,9日 全学初心者NMR講習会 7名

10月14日 全学FE-SEM講習会①観察 4名

10月16日 奈良工業高等専門学校物質化学工学科見学会 51名

10月19,20,22日 全学FE-SEM講習会①観察 13名

10月21,22日 全学MALDI-MS講習会 9名

10月26日 インドネシア学生団体NGO APIMUN見学会 15名

10月23,26日 FE-SEM講習会②EDS 7名

10月28日 全学FE-SEM講習会②EDS 2名

10月28日 FAB-MS講習会 4名

10月30日 全学中心者NMR講習会 3名

11月9,10,11,13日 全学初級ICP講習会 5名

11月13日 一条高等学校見学会 40名

11月17,18日 EPMA講習会 3名

11月19日 ミネソタ大学見学会 3名

11月19,20日 全学EPMA講習会 8名

11月19日 全学SmartLab講習会(粉末） 8名

11月26日 東北大学研究教育基盤技術センター見学会 6名

平成28年 1月20,21日 XPS,UPS講習会 18名

1月29日 韓国 中央大学（Chung-Ang University)見学会 2名
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利用者講習会

新入生のための機器分析講習会

平成27年4月10日

全学初心者NMR講習会

平成27年4月15-17日

MALDI-MS講習会

平成27年21,22,24,30日
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機器分析視聴覚アワー

平成27年5月7日

全学NMR解析ソフトJeol-DELTA講習会

平成27年5月8日

IR･UV講習会

平成26年5月11,12日
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全学DART-MS講習会

平成27年5月14,21,27日

FAB-MS講習会

平成27年5月15日

AFM講習会

（ナノスケールハイブリット顕微鏡）

平成27年5月18日
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全学DART-MS講習会

平成27年5月20,21日

全学SmartLab講習会(粉末）

平成27年5月22日

FE-SEM講習会①観察

平成27年5月22,25,26日
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全学多核NMR講習会

平成27年5月27-29日

全学SmartLab講習会(薄膜面外面内）

平成27年5月29日

全学単結晶X線構造解析セミナー

平成27年6月2日
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蛍光X線講習会

平成27年6月2日

FE-SEM講習会②EDS

平成27年6月2,3日

全学単結晶X線回折講習会

(高輝度湾曲IP）

平成27年6月4日
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全学初級ICP講習会

平成27年6月10-12日

EPMA講習会

平成27年6月16,17日

全学中級NMR講習会

平成27年6月24-26日
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全学中級ICP講習会

平成27年6月25,26日

全学初心者NMR講習会

平成27年10月8,9日

全学FE-SEM講習会①観察

平成27年10月14日
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全学MALDI-MS講習会

平成27年10月21,22日

FE-SEM講習会②EDS

平成27年10月23,26日

FAB-MS講習会

平成27年10月28日
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全学中心者NMR講習会

平成27年10月30日

全学初級ICP講習会

平成27年11月9,10,11,13日

EPMA講習会

平成27年10月17,18日
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見学会

日中文化事業団施設

平成27年4月3日

奈良工業高等専門学校

物質化学工学科

平成27年10月16日

インドネシア学生団体NGO APIMUN

平成27年10月26日
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奈良市立一条高等学校

平成27年11月13日

ミネソタ大学

平成27年11月19日

韓国中央大学

（Chung-Ang University)

平成28年1月29日
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１２．センターの機器を利用して得られた成果

安蘇研究室

Decay of the Exciton in Quaterthiophene-Terminated Alkanethiolate Self-Assembled Monolayers on
Au(III), H. S. Kato, Y. Murakami, Y. Kiriyama, R. Saitoh, T. Ueba, T. Yamada, Y. Ie, Y. Aso, T.
Munakata: J. Phys. Chem., C 119 (2015) 7400-7407.

Electron-accepting pi-Conjugated Systems Based on Cyclic Imide and Cyano-substituted Benzothiadiazole
for Non-fullerene Organic Photovoltaics, Y. Ie, S. Jinnai, M. Karakawa, Y. Aso: Chem. Lett., 44 (2015)
694-696.

Pyradinodithiazole: An Electron-Accepting Monomer Unit for Hole-Transporting and
Electron-Transporting Conjugated Copolymers, Y. Ie, S. Sasada, M. Karakawa, Y. Aso: Org. Lett., 17
(2015) 4580-4583.

Thiophene-based Tripodal Anchor Units for Hole Transport in Single-Molecule Junctions with Gold
Electrodes, Y. Ie, K. Tanaka, A. Tashiro, S. K. Lee, H. R. Testai, R. Yamada, H. Tada, Y. Aso: J. Phys.
Chem. Lett., 6 (2015) 3754-3759.

Synthesis, Properties, and pi-Dimer Formation of Oligothiophenes Partially Bearing Orthogonally Fused
Fluorene Units, Y. Ie, Y. Okamoto, S. Tone, Y. Aso: Chem. Eur., J. 2 (2015) 16688-16695.

Naphtho[1,2-c:5,6-c′]bis[1,2,5]thiadiazole-Containing π-Conjugated Compound: Nonfullerene Electron
Acceptor for Organic Photovoltaics, S Chatterjee, Y. Ie, M. Karakawa, Y. Aso: Adv. Funct. Mater., 26
(2016) 1161-1168.

Electron-Accepting π-Conjugated Systems for Organic Photovoltaics: Influence of Structural Modification
on Molecular Orientation at Donor-Acceptor Interfaces, S. Jinnai, Y. Ie, M. Karakawa, T. Aernouts, Y.
Nakajima, S. Mori, Y. Aso: Chem. Mater., 28 (2016) 1705-1713.

大岩研究室

Photoluminescence related to Gd3+:N-vacancy complex in GaN:Gd multi-quantum wells, M. Almokhtar,
S. Emura, A. Koide, T. Fujikawa, and H. Asahi: J. Alloys Comp., 628 (2015) 401-406.

Importance of structural distortions in enhancement of transition temperature in FeSe1−xTex
superconductors, Kapil E. Ingle, K. R. Priolkar, Anand Pal, Rayees A. Zargar, V. P. S. Awana and S.
Emura: Supercond. Sci. Technol., 28 (2015) 015015.
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Reply to the Comment on “Proton Transfer of Guanine Radical Cations Studied by Time-resolved
Resonance Raman Spectroscopy Combined with Pulse Radiolysis”, J. Choi, C. Yang, M. Fujitsuka, S.
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In Situ Topotactic n-Type F-Doping into TiO2 Mesocrystal Superstructures for Efficient Visible-Light
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Catalponol, T. Suzuki, Ismiyarto, Y. Ishizaka, D. Y. Zhou, K.Asano, H. Sasai: Org. Lett., 17 (2015)
5176-5179.
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Mikami, K. Kai, P. K. Sajith, Y.Shiota, K. Yoshizawa, K. Asano, T. Suzuki, S. Itoh: Inorg. Chem., 54
(2015) 7073-7082.

Generation, Characterization, and Reactivity of a CuII-Alkylperoxide/Anilino Radical Complex: Insight
into the O-O Bond Cleavage Mechanism. Paria, S. Ohta, T. Morimoto, Y. Ogura, T. Sugimoto, H.
Fujieda, N. Goto, K. Asano, T. Suzuki, S. Itoh: J. Am. Chem. Soc., 137 (2015) 10870-10873.

Morphological and crystal structural control of tungsten trioxide for highly sensitive NO2 gas sensors, Z.
Meng, A.Fujii, T.Hashishin, N. Wada, T. Sanada, J. Tamaki, K. Kojima, H. Haneoka, H. Suzuki: J. Mater.
Chem. C., 3 (2015) 1134-1141.

One-Pot Olefin Isomerization/Aliphatic Enamine Ring-Closing Metathesis/Oxidation/1,3-Dipolar
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１３．学内および学外共同利用について

大学連携研究設備ネットワーク

平成19年度より自然科学研究機構分子科学研究所を核として始まった大学連携研究設備ネッ

トワーク（旧化学系研究設備有効活用ネットワーク）は、学外共同利用を促進するためのネ

ットワークです。尚、本ネットワークでは大阪大学は、西近畿地区に分類され、前材料解析

センター長の笹井宏明先生が引き続き西近畿地区の委員長をされています。

大学連携研究設備ネットワーク http://chem-eqnet.ims.ac.jp/index.html

科学機器リノベーション・工作支援センター

総合解析センターに設置されている装置の一部は、科学機器リノベーション・工作支援

センターと連携し学内外の共同利用に供しています。科学機器リノベーション・工作支援

センターでは、「大阪大学における施設整備に関するマスタープラン」に基づき、全学共

同利用に供するリユース可能な設備・機器の修理・アップグレード等に要する経費を支援

し、学内外への共同利用の促進を図り、研究環境の向上・充実に向けた取り組みを強化・

推進しています。

平成28年4月現在、総合解析センターの 10 台の装置がリユース機器として全学共同利用
に供されており、科学機器リノベーション・工作支援センターが窓口となって、機器に関

する情報提供を行ったり、利用しやすい環境を整えたりするなど、利用の促進を図ってい

ます。

また、機器利用者の知識・技術の向上のための取り組みも行っています。利用者向けの

機器利用講習会や機器分析に関するセミナーの開催、それに加え平成28年度より機器分析

者向けのe-ラーニングを科学機器リノベーション・工作支援センターHP上で公開し、利用

者への更なる技術支援を図っています。

科学教育機器リノベーションセンター http://www.reno.osaka-u.ac.jp/index.htm
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１４．センターからのお願い

大阪大学の国立大学法人化に伴い、総合解析センターの研究への貢献度が何らかの形で

説得力をもって示されなければならない状況になっております。

総合解析センターの機器を使用して行った研究の成果を学会誌等に発表される場合は、

論文に謝辞等を御記載していただきますよう何卒お願い申し上げます(総合解析センター

利用の手引きp.11を御参照下さい）。また、論文が印刷・公表された時には、総合解析セ

ンターに、別刷１部づつを御寄贈下さるようよろしくお願い申し上げます。

総合解析センターでは、利用者の皆様がセンター機器を利用して得られた研究成果（論

文等）をセンター年報に掲載します。また寄贈いただきました別刷りは総合解析センター

1階玄関前に掲示しております。これらの論文は総合解析センターを利用する研究者のみ

ならず、総合解析センターに来訪される高校生や一般の見学者からも好評を得ています。

今後とも、総合解析センターの機器を御利用いただき、皆様の研究が益々発展すること

を心より祈願しております。


